
H F  コンディションの移ろい J A 3 A O P    杉山 曉

ここ数年間、電離層反射伝搬によるH F 帯のD X 通信のコンディションは浮き沈みがあるものの、ある程度のレベルを
保ってきましたが、昨年に比べて今年は大きく様子が変わりました。その様子を少し調べてみました。

下の図は、N O A A の観測による毎日の太陽黒点数を太陽自転の2 7 日の周期で並べた表です。昨年分は赤線で、今
年の分は青線で囲みました。昨年1 0 月以後、赤色で示される黒点数1 2 0 以上の日は無くなりました。昨年には無かっ
た太陽黒点数０の日が今年は度々現れています。今年は低黒点数のコンディションとなりました。

このような太陽活動の変化は実際のD X 交信にどのように影響したでしょうか。2 0 1 5 年と2 0 1 6 年のC Q W W  S S B  のログ

で変化の様子を調べてみました。下は、2 0 1 5 C Q W W ｓｓｂと ２０１６C Q W W ｓｓｂのログサマリーです。

2 0 1 6 年は2 0 1 5 年に比べ総交信数が大きく減少しました。2 8 M H z , 2 1 M H z でのQ S O が激減しました。1 4 M H z は変わ

らず、７M H ｚ,  3 . 5 M H z での交信が増えましたが、ハイ・バンドの落ち込みをカバーできません。
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t i m e  o f f   1 3 : 5 4
t i m e  o n   3 4 : 0 6

t i m e  o f f   1 8 : 2 3
t i m e  o n   2 9 : 3 7

上のグラフは2 0 1 5 年、下は2 0 1 6 年のC Q W W s s b のログの

分析です。
左は時刻ごとのQ S O の変化です。o f f  t i m e  の時間帯は

表示が省略されています。右のグラフはバンドごとの交信
数です。ハイバンドからローバンドへの移り変わりが鮮明
です。

t i m e  o f f  1 6 : 2 6
t i m e  o n  3 1 : 3 4

下のログサマリーは2 0 1 6 / 1 1 / 2 6 - 2 7  U T C  に行われた C Q W W  c w  の結果です。シャックや周辺のメインテナンスと掛け
持ちの参加でした。私はC W は不得手で、とてもコンテストでC Q を出せるレベルにはありませんので、専ら呼びまわりで
す。C Q W W s s b から1 か月経ち、季節的にもさらにローバンドが優勢なコンディションとなり、7 M H ｚで最も多くの交信が
できました。3 . 5 M H z はs s b の3 . 8 M H z に比べ、C W は相
対的にバンド幅が広いのでQ S O がやり易いです。
右はバンドごとのグラフです。s s b の場合と色分けが
異なります。ご注意ください。

2 0 1 6 C Q W W c w

 D e c e m b e r  2 0 1 6       -  p .  2  -
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P . 1 に掲載した太陽黒点数のグラフの出所を説明します。
まず、N I C T （国立研究開発法人　情報通信研究機構）の宇宙天気情報センター（S W C ）の無線通信のページに入りま
す。
続いて、「2 7 日周期」をクリックして　太陽の自転周期（2 7 日）で整理されたデータのページに入ります。

そして、「太陽黒点数」をクリックするとこのグラフにたどり着きます。


